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論文の内容の要旨 

 

論文題目    現代中国のマスメディアの発展 

―政党統制と市場自由の狭間に立つ－ 

 

氏  名    戴 智軻（タイ チカ） 

 
転変とどまるところを知らない現代中国では、もはや閉鎖的な政治システムと計画経済

の下に生まれた中国マスメディアをそのまま温存する社会的基盤が失われつつある。垂直

的権威主義的政治システムの付属装置として機能し続けてきた中国マスメディアは、当然、

さまざまな側面から与えられる衝撃を回避することができず、新しい生存環境への適応を

迫られている。 
本論は、マスメディアの変容と社会の変動という相互作用関係に立脚して、改革開放以

降の中国マスメディアの発展に対する綜合的な理解を深め、そして、中国マスメディアの

発展は果たしてメディア自身の「情報の自由化」、「言論の自由化」を達成し、さらには、

その発展が中国の民主主義社会の実現につながる可能性があるどうか、を分析、予測する

ことを目標としている。 
第一章では、中国マスメディアの発展を巡るこれまでの先行研究を概観し、伝統の規範

理論の限界を指摘した上で、中国の現実に当てはまる、有用な分析の枠組みの構築を試み

た。筆者は「プレスの 4 理論」の中のソビエト共産主義理論、及びその修正バージョンの

現実的有用性に疑問を投げかけ、国際比較が中国マスメディアの現状分析及び将来展望に

おける有用な枠組みを構築するための必要な手段と考え、「社会体制の超克」を前提にし、

文化的歴史的伝統などの要素を含めて、改革開放に転じた 1980 年代以降の中国と比較する

可能性及び必要性という側面から、比較の対象を中国ときわめて近似あるいは同質の文化

的歴史的土壌を有する「台湾」と「シンガポール」に絞った。 
台湾、シンガポールのメディア政策の展開及びその機能変化を時系列的に分析した結果、

一党独裁の開発体制下においては、経済の発展、政治の発展、社会の発展、とマスメディ

アの相互関係に、いくつか普遍的要素が存在する、という結論を導き出した。一党独裁の

開発体制下に置かれるマスメディアは、終始市場の調節と政党の統制という狭間に立たさ
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れているため、「市場」と「党＝国家」という、相反する力学関係の中で発展を求めなけれ

ばならない。両者の力対比を念頭に置きながら、マスメディアの発展を民主化へと向かわ

せるかどうかを決定する第三要因を求めるとしたら、社会自身の変容のダイナミックさに

注目しなければならない、と筆者は考えている。 
このような複雑な三者関係は中国マスメディアの発展現状にどういう構図で展開される

か、などの問題をめぐって、第二章から中国マスメディアの発展現状を経済、政治、社会

という三つの側面から具体的に考察することにした。 
第二章においては、中国経済発展の中核的要素である市場メカニズムの展開に着目し、

中国における市場経済の発展を「形成期」と「成熟期」という二つの段階に分け、それぞ

れの段階における中国マスメディアの市場化の「適応的変容」と「融合的変容」の実質に

ついて論じている。さらに、市場経済の発展とマスメディア変容の連動図式の実態を分析

した上で、その存在がマスメディアの「情報の自由化」「言論の自由化」という質的変容を

引き起こす可能性があるかどうかについて考察を加えた。 
市場化は中国マスメディアに部分的な開放、ある程度の組織的な自立と経営支配権をも

たらした。しかし、このような転換は政府とメディアに利益を共有させ、「党＝国家」と

市場の統合を特徴とする新しいコントロールメカニズムを形成させた。経済的利益を独占

し、一部の編集および表現の自由を手に入れた上で、政治的利益も引き続き享受できるマ

スメディアは、本格的なプレスの自由の獲得に必ずしも積極的ではない。そのため、メデ

ィア・システムの周辺に、若干の調整や逸脱、反則行動が見られ、資本構造にも多様化の

傾向が現れたが、中国メディアの組織的構造、イデオロギー的構造における共産党の支配

的地位はこれからの長い間も引き続き維持されていく、と筆者は予測している。 
第三章においては、「上からの民主化」とされる「政治体制改革」とマスメディアの発展

の相互関係について論じている。この章では、マスメディアに対する個人指導者の指導理

論、統治政党としての共産党の性格変容、及び国家統治システムとしての政治制度の変化

などの側面から考察を加えた。また、民主化に対する「下からの能動的自主的要求」とし

て、送り手の意識変容の実質とその限界性について指摘した。 

指導者の指導理論の変容や政治体制改革の成果は、確かにメディアの機能拡大や異質な

活動空間の形成にそれなりに寄与したが、中国の漸進的な政治体制改革はあくまでも上か

らの部分的な修正にとどまっているため、毛沢東時代の「ハードな権威主義体制」から鄧

小平、江沢民時代を経て、胡錦濤時代に入ると、「ソフトな権威主義体制」への転換は見

え始めたものの、自由化、民主化に向かうマスメディアの歩幅は依然小さい。 

 一方、党や国家に対するメディア研究者や報道従事者の忠誠度の低下、職業理念の台頭

など諸々の要素によって、局部的ながらも、中国マスメディアの中には、異質な空間が形

成されつつある。しかし、メディア研究者、あるいは報道従事者の個々の言説は、少なく

とも今日の中国マスメディアの発展においては、従来のメディア指導理論や原則を大きく

覆すほどの学説として理論化あるいは体系化されたものではないと指摘しなければならな
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い。むしろ、党＝国家側が、高圧的管理を行うと同時に、メディア研究者や報道従事者を

体制内に積極的に吸収し、彼らを既得権益者層に育て上げようとする、「飴と鞭」という

両手政策は、メディア研究者や報道従事者の能動性やエネルギーを消耗させ、下からの報

道の自由の要求を最大限に封じ込めることに成功しているのである。 

第四章においては、中国社会自体の変化、すなわち、受け手の性質的な変化とマスメデ

ィアの発展の相互関係について論じている。本章では、特に社会の成層化に重点を置いて、

各階層とマスメディアの利用支配関係に形成された普遍的な特徴と特殊性を指摘した。さ

らに、高度情報化社会の到来がマスメディアの発展に与える影響についても分析した。 
伝統的な政治文化、及び受け手の政治的無関心は、前近代的な特徴が残ったマスメディ

アと、近代化の衝撃を受けた受け手の間に本来現われるべき緊張関係を緩和する役割を果

たしている。一方、党＝国家、メディアと受け手の三者は大衆文化、消費文化を通して妥

協が成立し、不安定ではあるにしても、一種の平衡関係を保ち続けてきた。 
筆者は現在の中国の社会各階層を「強勢階層」、「中間階層」、「弱者階層」という三つの

階層に分類したうえで、上述の平衡関係が今日まで維持されてきた背景には、強勢階層か

らの意図的操作、中間階層からの支持と協力、及び弱者階層の無抵抗で逃避的な受け入れ

方などの相互作用メカニズムが機能している可能性がある、と分析する。 
同じく情報技術の進展に伴って現われた、インターネット、衛星放送などの新興メディ

アは、もっと主体性、能動性のある利用者を持たない限り、全面的開放と多方向的な流れ

を特徴とする近代民主主義的な情報システムの形成に決定的な力を発揮できないだろう、

と筆者は予測している。 

最終章の第五章においては、選定対象との比較を通じて、「中国的な」マスメディアの発

展の内実を再度整理したうえで、「中国モデル」の提示をし、その行方について筆者なりの

展望を試みた。 
経済の政治化と政治の経済的依存が進む環境下で、中国マスメディアは終始「市場自由

化」と「政党統制」という二つの相反するベクトルに作用されている。しかし、その民主

化への移行を考える場合、非主流メディアの形成、中間層の成熟、社会的矛盾の拡大、支

配エリートの分裂などの要素も加味する必要がある。 
中国のマスメディアの発展現状を、更に東欧諸国、ロシア、ベトナムと広く比較した結

果、中国政府がメディアに対する徹底的な指導を放棄しておらず、「政治的連続性」が強く

保持されている、などの現実を踏まえた上で、中長期的に見ると、たとえ中国政府が「社

会主義の放棄」を宣言しても、ロシア、東欧モデルが中国においてすぐさま形成され、機

能する可能性は極めて低い、と筆者は予測している。 
イデオロギーの影響力が色あせた中国マスメディアの発展モデルは究極的に言えば、実

用主義的モデルである。従来の規範モデルと比べてみれば、中国のそれは、未だソビエト

共産主義モデルから完全には脱していないにもかかわらず、権威主義モデル、自由主義モ

デルと社会的責任モデルを縦断するハイブリッドな側面をすでに強くあらわしている。 
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中国マスメディアは、漸進的民主主義台湾モデルに接近していくことがあっても、自由

化、民主化を断行し、台湾モデルを完全に踏襲する可能性は極めて少ない。一方、権威主

義的シンガポールのメディア発展モデルは中国政府にとって、「理想的な参照モデル」とし

て機能するかもしれないが、「消化なき援用」は考えられない。 

しかし、シンガポールのように、経済の持続成長が維持されると同時に、マスメディア

を経由せずに、政党の執政能力、自浄能力が高められれば、今日のマスメディアの発展モ

デルが継続される環境は、より一層整うことになると思われる。このプロセスの中で、こ

れまで「抑圧的な開放」を特徴としてきたマスメディアの変容は、商業化、市場化、地方

分権化、グロバライゼーションの更なる進展などの要素によって、非政治生活領域におい

て、シンガポールモデルをはるかに超える、より多くの自由を手に入れることは可能であ

る。つまり、将来的には制度的な民主化が実現されなくても、マスメディアの変容におけ

る「民主化なき自由モデル」の形成は必ずしも机上の空論ではないと、筆者は展望してい

る。 
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